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汀T批柵雄l楓も
2006年に第135回直木賞を堅田したはほろ駅

前多田便利軒揖

この作品は、まほろ市（町田市をモデルにした

架空の町）を舞台に、便利屋・多田啓介とそこへ

ころがりこんできた高校時代の同級生・行天春彦

との奇妙な同居生活を軸に、殺伐とした現代社会

に生きる人々にとっての小さな幸福のカケラを、

丁寧に、淡々と描き出し、多くの読者の共感を得

ました。

作者の三浦しをんさんは、10歳から20年以上を

町田市内で過ごしたため、この小説には、町田市

民にしか分からない、町田市民なら思わず納得し

てしまう表現・感覚が溢れています。

2008年には漫画（山田ユギ）の連載が開始。今

春には映画（監督・脚本：大森立嗣、主演：瑛太

松田龍平）として上映されることになりました。

本展では、小説・浸画・映画と各ジャンルの持

つ表現方法を生かした『まはろ駅前多田便利軒』

の世界をご覧いただくとともに、登場人物の人柄

をはじめ、作品に表れる「町田らしさ」「町田の魅

力」をご紹介します。
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癖公締念三沸しをん一　一一■■＿＿±干

⑥「まほろ駅前多田便利軌製作委員会

三浦しをん

1976年生まれ。2000年に長編小説『格闘す

る者に○』でデビュー。『まほろ駅前多田便利

軒』で直木賞を受賞。以後も『風が強く吹い

ている』『神去なあなあ日常』『天国旅行紺木

等荘物語』など、多数の作品を発表。2009

年にはほほろ駅前多田便利軒』の外伝とし

て『まほろ駅前番外地』を刊行。2010年から

は「週刊文春」に、続編「まほろ駅前狂騒曲」

を連載している。
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「映画『まはろ駅前多田便利軒』の
舞台裏」
ゲスト：土井菅生（映画プロデューサー）

日　時：2011年4月16日（土日0：00～11：00

会場：町田市民文学館2階大会議室
定員100名（先着順）

申　込不要（恒接大会議室にお集まり下さい）

1．「三浦しをん×鴻巣友季子
持別対談」
ゲスト：三浦しをん

鴻巣友季子（翻訳家・エッセイスト）

日　時．2011年5月14日（土）14：00－16：00

会場町田市民文学館2倍大会議室
定　員．100名（応募多数の場合は抽選）

申　込：往複はがきに氏名、住所、電話番号を記入の上
〒194－0013東京都町田市原町田4－16－17

町田市民文学館「特別対談」係まで。
1人1枚。［4月27日（水）必着）］

2．「しをんちゃんとの思い出と
町田の魅力」
ゲスト：高原陽子（高原書店社長）ほか

日　時2011年6月11日（土）14：00～15：00

会場町田市民文学能2階大会議室
定員．50名（先着順）

申込．不要（直接大会議室にお集まり下さい）

1．映画鑑賞・昼食付よくはりコース
日　時2011年①4月30日（士）、④5月19日（木）

1000～17：00（映画の上映時間次第で変更有）

定員：各20名（応募多数の場合は抽選）

参加費：有料（映画代、食事代、交通費）

申　込：往復はがきに氏名、住所、電話番号、希望日を記入の上
〒194－0013東京都町田市原町田4－16－17

町田市民文学館「まほろツアー」係まで。
1人1枚J①4月11日（月）㊤4月30日（土）必着】

2．駅前ぶらり散歩コース
日　時：2011年5月5日（ホ）、8日（日）、24日（火）、

6月14日（火）」9日（日）、7日3日（日）

14：00～16：00　攣前半45分は展示解説

定員：各20名程度（先着順）
申　込：不要（直接展示室にお集まり下さい）

E冠語軍機
日　時．2011年4月16日（土）

13：00～13：45

5月13日（金）、6月3日（金）、

7月1日（金）

19：00～19：45

会場町田市民文学館2階展示室
申　込不要（直接展示室にお集まり下さい）

町田市民文学館
ことばらんど
〒194－0013

東京都町田市原町田4－16－17

TEL：042－739－3420

FAX：042－739－3421

JR横浜線「町田駅」ターミナルロから徒歩8分


